
気流で雪を吹き飛ばす！
危険な雪庇による被害リスクを

雪庇ガードあり
雪庇形成リスクを低減
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雪庇ガードなし

低減！！

雪庇ガード

雪庇が落下した場合、人身
事故や建物の庇の損壊
など、重大な被害につな
がるおそれがあります。
また、駐車中の車両や隣接
する建物の屋根・庇・塀
などにも危険が及ぶ可能
性があります。

雪庇

雪庇ガードなし

雪庇とは

○ ×雪庇ガードあり

「雪庇ガード」は、吹雪の流れ
を上方向へ誘導することで、
風下側の軒先で渦が発生しに
くい状態をつくります。

吹雪になると、無落雪屋根の風
下側の軒先には風の渦が生じ、
その影響で飛ばされた雪が
付着して雪庇が形成されます。

雪庇とは建築物の屋上に積もった雪が風によって外壁面より
外側に張り出し、不安定にたまった雪の塊のことです。






